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規 則
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規 則
○栃木県林業・木材産業改善資金貸付規則の一部改正……………………………………………………………… 1
○栃木県社会福祉士及び介護福祉士修学資金貸与条例施行規則の一部改正……………………………………… 1
○旅館業法施行細則及び公衆浴場法施行細則の一部改正…………………………………………………………… 2

○ 栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 改 正

栃 木 県 規 則 第 四 十 六 号

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 十 月 二 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 規 則 第 七 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 償 還 期 間 等 ） （ 償 還 期 間 等 ）

第 三 条 貸 付 金 の 償 還 期 間 （ 据 置 期 間 を 含 む 。 以 下 第 三 条 貸 付 金 の 償 還 期 間 （ 据 置 期 間 を 含 む 。 以 下

同 じ 。 ） は 、 十 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 同 じ 。 ） は 、 十 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 償 還 期 間 は 、 当 該 各 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 償 還 期 間 は 、 当 該 各

号 に 定 め る と お り と す る 。 号 に 定 め る と お り と す る 。

一 ～ 八 略 一 ～ 八 略

九 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 資 す る 等 の た め の 建 築 物 九 公 共 建 築 物 等 に お け る 木 材 の 利 用 の 促 進 に 関

等 に お け る 木 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 す る 法 律 （ 平

成 二 十 二 年 法 律 第 三 十 六 号 ） 第 十 九 条 に 規 定 す 成 二 十 二 年 法 律 第 三 十 六 号 ） 第 十 二 条 に 規 定 す

る 資 金 十 二 年 以 内 る 資 金 十 二 年 以 内

十 略 十 略

２ 略 ２ 略

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 林 業 木 材 産 業 課 ）

-
1

-

栃 木 県 規 則 第 四 十 七 号

栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 十 月 二 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 五 年 栃 木 県 規 則 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 全 部 又 は 一 部 免 除 す る こ と が で き る 返 還 の 債 務 （ 全 部 又 は 一 部 免 除 す る こ と が で き る 返 還 の 債 務

の 額 ） の 額 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 条 例 第 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 免 除 す る こ と ２ 条 例 第 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 免 除 す る こ と

が で き る 修 学 資 金 の 返 還 の 債 務 の 額 は 、 社 会 福 祉 が で き る 修 学 資 金 の 返 還 の 債 務 の 額 は 、 社 会 福 祉

士 と し て の 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 福 祉 士 と し て の 士 と し て の 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 福 祉 士 と し て の

介 護 等 業 務 に 従 事 し た 期 間 を 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 介 護 等 業 務 に 従 事 し た 期 間 を 修 学 資 金 の 貸 与 を 受

け た 期 間 （ こ の 期 間 が 二 年 に 満 た な い と き は 二 年 け た 期 間 （ こ の 期 間 が 二 年 に 満 た な い と き は 二 年

と す る 。 ） の 二 分 の 七 （ 中 高 年 離 職 者 に あ っ て は と す る 。 ） の 二 分 の 七 （ 中 高 年 離 職 者 に あ っ て は

二 分 の 三 ） に 相 当 す る 期 間 で 除 し て 得 た 数 値 （ こ 二 分 の 三 ） に 相 当 す る 期 間 で 除 し て 得 た 数 値 （ こ

の 数 値 が 一 を 超 え る と き は 一 と す る 。 ） を 修 学 資 の 数 値 が 一 を 超 え る と き は 一 と す る 。 ） を 修 学 資

金 の 返 還 の 債 務 の 額 （ 履 行 期 限 が 到 来 し て い な い 金 の 返 還 の 債 務 の 額 （ 履 行 期 限 が 到 来 し て い な い

部 分 に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 乗 じ 部 分 に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 乗 じ

て 得 た 額 （ 当 該 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 等 業 務 に 従 て 得 た 額 （ 当 該 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 等 業 務 に 従

事 し た 期 間 の う ち 、 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 事 し た 期 間 の う ち 、 過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 措 置 法

に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 令 和 三 年 法 律 第 十 九 号 ） 第 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 十 五 号 ） 第

二 条 第 一 項 に 規 定 す る 過 疎 地 域 （ 同 法 の 規 定 に よ 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 過 疎 地 域

り 過 疎 地 域 と み な さ れ る 区 域 を 含 む 。 ） に お い て に お い て

引 き 続 き 当 該 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 等 業 務 に 従 事 引 き 続 き 当 該 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 等 業 務 に 従 事

し た 期 間 が 三 年 以 上 で あ る 者 に あ っ て は 、 修 学 資 し た 期 間 が 三 年 以 上 で あ る 者 に あ っ て は 、 修 学 資

金 の 返 還 の 債 務 の 額 の 全 額 ） と す る 。 金 の 返 還 の 債 務 の 額 の 全 額 ） と す る 。

附 則

１ こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 施 行 規 則 第 十 六 条 第 二 項 の 規 定 は 、 令 和 三 年

四 月 一 日 以 後 に 新 た に 栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 平 成 五 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第

六 条 第 二 項 に 規 定 す る 貸 与 契 約 （ 以 下 「 貸 与 契 約 」 と い う 。 ） を 結 ん だ 者 の 当 該 貸 与 契 約 に 係 る 修 学 資 金 の

返 還 の 免 除 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 貸 与 契 約 を 結 ん だ 者 の 当 該 貸 与 契 約 に 係 る 修 学 資 金 の 返 還 の 免 除 に つ

い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 高 齢 対 策 課 ）



（2） 号外第57号令和３（2021）年10月20日　水曜日 栃 木 県 公 報
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栃 木 県 規 則 第 四 十 七 号

栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 十 月 二 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 五 年 栃 木 県 規 則 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 全 部 又 は 一 部 免 除 す る こ と が で き る 返 還 の 債 務 （ 全 部 又 は 一 部 免 除 す る こ と が で き る 返 還 の 債 務

の 額 ） の 額 ）

第 十 六 条 略 第 十 六 条 略

２ 条 例 第 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 免 除 す る こ と ２ 条 例 第 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 免 除 す る こ と

が で き る 修 学 資 金 の 返 還 の 債 務 の 額 は 、 社 会 福 祉 が で き る 修 学 資 金 の 返 還 の 債 務 の 額 は 、 社 会 福 祉

士 と し て の 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 福 祉 士 と し て の 士 と し て の 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 福 祉 士 と し て の

介 護 等 業 務 に 従 事 し た 期 間 を 修 学 資 金 の 貸 与 を 受 介 護 等 業 務 に 従 事 し た 期 間 を 修 学 資 金 の 貸 与 を 受

け た 期 間 （ こ の 期 間 が 二 年 に 満 た な い と き は 二 年 け た 期 間 （ こ の 期 間 が 二 年 に 満 た な い と き は 二 年

と す る 。 ） の 二 分 の 七 （ 中 高 年 離 職 者 に あ っ て は と す る 。 ） の 二 分 の 七 （ 中 高 年 離 職 者 に あ っ て は

二 分 の 三 ） に 相 当 す る 期 間 で 除 し て 得 た 数 値 （ こ 二 分 の 三 ） に 相 当 す る 期 間 で 除 し て 得 た 数 値 （ こ

の 数 値 が 一 を 超 え る と き は 一 と す る 。 ） を 修 学 資 の 数 値 が 一 を 超 え る と き は 一 と す る 。 ） を 修 学 資

金 の 返 還 の 債 務 の 額 （ 履 行 期 限 が 到 来 し て い な い 金 の 返 還 の 債 務 の 額 （ 履 行 期 限 が 到 来 し て い な い

部 分 に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 乗 じ 部 分 に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） に 乗 じ

て 得 た 額 （ 当 該 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 等 業 務 に 従 て 得 た 額 （ 当 該 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 等 業 務 に 従

事 し た 期 間 の う ち 、 過 疎 地 域 の 持 続 的 発 展 の 支 援 事 し た 期 間 の う ち 、 過 疎 地 域 自 立 促 進 特 別 措 置 法

に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 令 和 三 年 法 律 第 十 九 号 ） 第 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 十 五 号 ） 第

二 条 第 一 項 に 規 定 す る 過 疎 地 域 （ 同 法 の 規 定 に よ 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 過 疎 地 域

り 過 疎 地 域 と み な さ れ る 区 域 を 含 む 。 ） に お い て に お い て

引 き 続 き 当 該 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 等 業 務 に 従 事 引 き 続 き 当 該 相 談 援 助 業 務 又 は 介 護 等 業 務 に 従 事

し た 期 間 が 三 年 以 上 で あ る 者 に あ っ て は 、 修 学 資 し た 期 間 が 三 年 以 上 で あ る 者 に あ っ て は 、 修 学 資

金 の 返 還 の 債 務 の 額 の 全 額 ） と す る 。 金 の 返 還 の 債 務 の 額 の 全 額 ） と す る 。

附 則

１ こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 施 行 規 則 第 十 六 条 第 二 項 の 規 定 は 、 令 和 三 年

四 月 一 日 以 後 に 新 た に 栃 木 県 社 会 福 祉 士 及 び 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 与 条 例 （ 平 成 五 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） 第

六 条 第 二 項 に 規 定 す る 貸 与 契 約 （ 以 下 「 貸 与 契 約 」 と い う 。 ） を 結 ん だ 者 の 当 該 貸 与 契 約 に 係 る 修 学 資 金 の

返 還 の 免 除 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 貸 与 契 約 を 結 ん だ 者 の 当 該 貸 与 契 約 に 係 る 修 学 資 金 の 返 還 の 免 除 に つ

い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 高 齢 対 策 課 ）

栃 木 県 規 則 第 四 十 八 号

旅 館 業 法 施 行 細 則 及 び 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 十 月 二 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

旅 館 業 法 施 行 細 則 及 び 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 旅 館 業 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 旅 館 業 法 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 四 年 栃 木 県 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 許 可 申 請 ） （ 許 可 申 請 ）

第 二 条 法 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 旅 館 業 の 許 可 第 二 条 法 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 旅 館 業 の 許 可

を 受 け よ う と す る 者 は 、 旅 館 業 営 業 許 可 申 請 書 を 受 け よ う と す る 者 は 、 旅 館 業 営 業 許 可 申 請 書

（ 別 記 様 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 （ 別 記 様 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、

営 業 所 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所 営 業 所 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所

長 （ 以 下 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な 長 （ 以 下 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な

け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 項 の 許 可 を 受 け て 旅 け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 項 の 許 可 を 受 け て 旅

館 業 を 営 む 者 が 当 該 旅 館 業 を 譲 渡 し た と き は 、 当 館 業 を 営 む 者 が 当 該 旅 館 業 を 譲 渡 し た と き は 、 当

該 旅 館 業 を 譲 り 受 け た 者 は 、 営 業 施 設 の 構 造 設 備 該 旅 館 業 を 譲 り 受 け た 者 は 、 営 業 施 設 の 構 造 設 備

に 変 更 が な い 場 合 に 限 り 、 第 二 号 に 掲 に 変 更 が な い 場 合 に 限 り 、 第 二 号 及 び 第 三 号 に 掲

げ る 書 類 の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き る 。 げ る 書 類 の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ）

第 七 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 検 査 済 証 の 写 し

三 ～ 五 略 四 ～ 六 略

（ 残 留 塩 素 濃 度 ） （ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ）

第 十 条 条 例 第 十 二 条 第 七 号 の 規 定 に よ る 残 留 塩 素 第 十 条 条 例 第 十 二 条 第 七 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留

濃 度 の 管 理 は 、 次 の い ず れ か の 方 法 に よ り 行 塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 〇 ・ 四

う ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る こ と と し 、 最 大 で 一

リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ ム を 超 え な い よ う に

も の と す る 。 た だ し 、 ろ 過 器 を 使 用 し て 温 湯 す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ 過 器 を 使 用 し て 温 湯

を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 び 原 水 を 常 時 浴 槽 に を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 び 原 水 を 常 時 浴 槽 に

補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て は 、 こ の 限 り で な 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て は 、 こ の 限 り で な

い 。 い 。

一 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 に つ い て 、 通 常 で 一 リ ッ ト

ル 中 に 〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 し 、 最 大 で

一 リ ッ ト ル 中 に 一 ミ リ グ ラ ム を 超 え な い よ う に

す る 方 法

二 結 合 塩 素 の モ ノ ク ロ ラ ミ ン の 濃 度 に つ い て 、

一 リ ッ ト ル 中 に 三 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る 方

法

（ 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 （ 昭 和 六 十 一 年 栃 木 県 規 則 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前



（3）号外第57号栃 木 県 公 報令和３（2021）年10月20日　水曜日

栃 木 県 規 則 第 四 十 八 号

旅 館 業 法 施 行 細 則 及 び 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 十 月 二 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

旅 館 業 法 施 行 細 則 及 び 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

（ 旅 館 業 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 旅 館 業 法 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 四 年 栃 木 県 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 許 可 申 請 ） （ 許 可 申 請 ）

第 二 条 法 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 旅 館 業 の 許 可 第 二 条 法 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 旅 館 業 の 許 可

を 受 け よ う と す る 者 は 、 旅 館 業 営 業 許 可 申 請 書 を 受 け よ う と す る 者 は 、 旅 館 業 営 業 許 可 申 請 書

（ 別 記 様 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、 （ 別 記 様 式 第 一 号 ） に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、

営 業 所 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所 営 業 所 所 在 地 を 管 轄 す る 保 健 所 長 又 は 保 健 所 支 所

長 （ 以 下 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な 長 （ 以 下 「 管 轄 保 健 所 長 」 と い う 。 ） に 提 出 し な

け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 項 の 許 可 を 受 け て 旅 け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 項 の 許 可 を 受 け て 旅

館 業 を 営 む 者 が 当 該 旅 館 業 を 譲 渡 し た と き は 、 当 館 業 を 営 む 者 が 当 該 旅 館 業 を 譲 渡 し た と き は 、 当

該 旅 館 業 を 譲 り 受 け た 者 は 、 営 業 施 設 の 構 造 設 備 該 旅 館 業 を 譲 り 受 け た 者 は 、 営 業 施 設 の 構 造 設 備

に 変 更 が な い 場 合 に 限 り 、 第 二 号 に 掲 に 変 更 が な い 場 合 に 限 り 、 第 二 号 及 び 第 三 号 に 掲

げ る 書 類 の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き る 。 げ る 書 類 の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ）

第 七 条 第 五 項 の 規 定 に よ る 検 査 済 証 の 写 し

三 ～ 五 略 四 ～ 六 略

（ 残 留 塩 素 濃 度 ） （ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ）

第 十 条 条 例 第 十 二 条 第 七 号 の 規 定 に よ る 残 留 塩 素 第 十 条 条 例 第 十 二 条 第 七 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留

濃 度 の 管 理 は 、 次 の い ず れ か の 方 法 に よ り 行 塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 〇 ・ 四

う ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る こ と と し 、 最 大 で 一

リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ ム を 超 え な い よ う に

も の と す る 。 た だ し 、 ろ 過 器 を 使 用 し て 温 湯 す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ 過 器 を 使 用 し て 温 湯

を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 び 原 水 を 常 時 浴 槽 に を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 び 原 水 を 常 時 浴 槽 に

補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て は 、 こ の 限 り で な 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て は 、 こ の 限 り で な

い 。 い 。

一 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 に つ い て 、 通 常 で 一 リ ッ ト

ル 中 に 〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 し 、 最 大 で

一 リ ッ ト ル 中 に 一 ミ リ グ ラ ム を 超 え な い よ う に

す る 方 法

二 結 合 塩 素 の モ ノ ク ロ ラ ミ ン の 濃 度 に つ い て 、

一 リ ッ ト ル 中 に 三 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る 方

法

（ 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 公 衆 浴 場 法 施 行 細 則 （ 昭 和 六 十 一 年 栃 木 県 規 則 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 残 留 塩 素 濃 度 ） （ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ）

第 七 条 条 例 第 七 条 第 十 四 号 の 規 定 に よ る 残 留 塩 素 第 七 条 条 例 第 七 条 第 十 四 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留

濃 度 の 管 理 は 、 次 の い ず れ か の 方 法 に よ り 行 塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 〇 ・ 四

う ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る こ と と し 、 最 大 で 一

リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ ム を 超 え な い よ う に

も の と す る 。 た だ し 、 ろ 過 器 を 使 用 し て 温 湯 す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ 過 器 を 使 用 し て 温 湯

を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 び 原 水 を 常 時 浴 槽 に を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 び 原 水 を 常 時 浴 槽 に

補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て は 、 こ の 限 り で な 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て は 、 こ の 限 り で な

い 。 い 。

一 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 に つ い て 、 通 常 で 一 リ ッ ト

ル 中 に 〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 し 、 最 大 で

一 リ ッ ト ル 中 に 一 ミ リ グ ラ ム を 超 え な い よ う に

す る 方 法

二 結 合 塩 素 の モ ノ ク ロ ラ ミ ン の 濃 度 に つ い て 、

一 リ ッ ト ル 中 に 三 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る 方

法
附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 生 活 衛 生 課 ）
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（ 残 留 塩 素 濃 度 ） （ 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 ）

第 七 条 条 例 第 七 条 第 十 四 号 の 規 定 に よ る 残 留 塩 素 第 七 条 条 例 第 七 条 第 十 四 号 の 規 定 に よ る 遊 離 残 留

濃 度 の 管 理 は 、 次 の い ず れ か の 方 法 に よ り 行 塩 素 濃 度 の 管 理 は 、 通 常 で 一 リ ッ ト ル 中 に 〇 ・ 四

う ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る こ と と し 、 最 大 で 一

リ ッ ト ル 中 に 一 ・ 〇 ミ リ グ ラ ム を 超 え な い よ う に

も の と す る 。 た だ し 、 ろ 過 器 を 使 用 し て 温 湯 す る も の と す る 。 た だ し 、 ろ 過 器 を 使 用 し て 温 湯

を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 び 原 水 を 常 時 浴 槽 に を 循 環 さ せ な い 浴 槽 で 原 湯 及 び 原 水 を 常 時 浴 槽 に

補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て は 、 こ の 限 り で な 補 給 す る 構 造 の 浴 槽 に あ つ て は 、 こ の 限 り で な

い 。 い 。

一 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 に つ い て 、 通 常 で 一 リ ッ ト

ル 中 に 〇 ・ 四 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 し 、 最 大 で

一 リ ッ ト ル 中 に 一 ミ リ グ ラ ム を 超 え な い よ う に

す る 方 法

二 結 合 塩 素 の モ ノ ク ロ ラ ミ ン の 濃 度 に つ い て 、

一 リ ッ ト ル 中 に 三 ミ リ グ ラ ム 程 度 を 保 持 す る 方

法
附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 生 活 衛 生 課 ）


